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アブストラクト 

 LMC Bar West 0.12 deg<sup>2</sup> での赤外色等級図は、二つのはっきり異なる AGB が見出される。一つ

は他より 1.5 mag 明るく、星は 0.1 Gyr 年齢の LMC 星団と光度、カラーが似ている。一方、暗い AGB は数 

Gyr 星団の巨星と似る。 

暗い AGB 星は Butcher, Stryker が見出した一時的星形成によるものである。明るい AGB 星は LMC の青い

星団に対応する年齢の第２の一時的星形成を表わす。少なくともターンオフ付近の主系列に関しては、この第２星

形成は古い方と比べると星形成率としては 1/10 程度のレベルであった。 

両星形成時代の間の期間、星形成は低調であった。 

 

1. イントロ 

 LMCの SFH 

  Butcher(1977) LMCバーの４°北では太陽近傍と比べ１等明るい所で LF(MS）に屈折点 

    ――＞ 主な星形成が３－５Gyr以前に開始した。 

 Stryker(1981) さらに遠いハロー中のNGC2257付近で５－７Gyr以前に大きな星形成はなかった。 

 この論文 

  Bar West と４０星団のグリズムサーベイに基づき、 星形成が数 Gyr と０．１Gyr以前の２回あった。 

 

２．CMD 

 

図１ LMC-BWの赤外 CMD。SWBの 

   II,III星団の星が上の実線、Vが下 

   の実線、VIが破線。 

 

大部分の星、特にM3-M8、は SWB－V,VI 

星団の星の系列に沿って並んでいる。 

SWB-VIIの最も明るい星は K>12なので AGBでは

ないだろう。 

VIIは AGB を含まないということか？ 

一方、SWB-IV では M 型星が少な過ぎて図１に位置

を書き込めない。 

という訳で、比較用には V,VI しか使えない。この系列

を「暗い AGB」と呼ぶ。 

「暗い AGB」の上方に明るい M0-２星の平行系列が

存在する。X印のFrogel,Richer (1983)によるM0-1

星が追加されるとこの系列はさらに強化される。この

系列は SWBII,III と一致する。 

これを「明るい AGB」と呼ぶ。 

この２系列がどのくらい確かかを見るため、 

図１に系列と直交する直線を引き、その線に 

投影させた。 



 

３．CO指数と（J-H）,(H-K)カラー  （COは略） 

 

 

４．ディスカッション 

 赤色巨星枝からの BW(05h08.9m, -69°０８′)２０００ 領域星形成史 

  「暗い AGB星」 SWB V－VI 数 Gyr開始 

  「明るい AGB星」 SWB II－III ０．１Gyr開始―今も継続 

  

上の BW星形成史と比較できる他の研究は？ 

  NGC1866  (05h13m, -65°28′)２０００ SWBIII星団 の領域 B には K<11の AGB星が８個ある。 

  一方、図１の SWBII,III領域にある K<11の●１１星 

    ＋（Frogeｌ。Richer(1983)の BW半分サーベイの X７星）×２＝２５星なので、 

  BWは領域 Bの３倍の K<11星を含む。 

  領域 Bにはセファイドが２星ある。対して、BWには８星。これは、NGC1866 と BWの「明るい AGB」が大体同じ 

  年齢に属することを示唆する。 

  また、領域 Bの主系列には１６＜V＜１８, －０．５＜(B-V)＜０．１に１６０星ある。（Robertson 1974） 

  残念ながら、BWの可視サーベイがない。５００星が期待される。 

  

図４ LMC-BWのフィールド星の２色図 

○ 「暗い AGB星」は SWB－V,VI 

   × 「明るい AGB星」は SWB－II, III星団の AGB 

   と重なる。また、×は太陽近傍とも重なる。 

 

これは、フィールド星のそれぞれががそれらの星団の星と

同一であることを示唆する。つまり、バーウェストの星は、

ＳＷＢ Ｖ， ＶＩ 種族と ＳＷＢ II, III 種族の重ね合わ

せとして理解できる。 

図２ 投影図 

  右目盛りはM3-M8（○星）に対し、 

  左目盛りはその他（●星）に対する 

二つのピークが SWBの２グループに対応し

ている。 



星形成率の粗い推定 

  図１の星は TP-AGBで、Renzini,Voli(1981)によると１－６Moに対し寿命は質量に依らず１．６Myr。 

  SWB －V,VIの TP-AGBの半数は炭素星。（この比は LMC-BWでも同様）だが、II,IIIには炭素星はない。 

  図１の「暗い AGB星」の数は９２．炭素星の分で２倍すると１８４。「明るい AGB星」は２５星。 

  ――＞３－５Gyr以前の星形成は現在まで続く星形成の７－８倍である。 


